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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2005-200419(P2005-200419A)
【公開日】平成17年7月28日(2005.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2005-029
【出願番号】特願2005-9439(P2005-9439)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/427    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/366    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 309/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/427   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/366   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ｃ０７Ｄ 309/30    　　　Ｄ
   Ｃ０７Ｄ 417/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月9日(2008.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のメバロン酸経路阻害剤および有効量のペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γ
アゴニストを含む癌治療用組成物。
【請求項２】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンである、請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがピオグリタゾンである、請求項１
に記載の組成物。
【請求項４】
　メバロン酸経路阻害剤が３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害
剤である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害剤がスタチン化合物であ
る、請求項４に記載の組成物。
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【請求項６】
　スタチン化合物がロバスタチンである、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンである、請求項６
に記載の組成物。
【請求項８】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがピオグリタゾンである、請求項６
に記載の組成物。
【請求項９】
　スタチン化合物がシンバスタチンである、請求項５に記載の組成物。
【請求項１０】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンである、請求項９
に記載の組成物。
【請求項１１】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがピオグリタゾンである、請求項９
に記載の組成物。
【請求項１２】
　癌が、神経膠腫、血管肉腫、肺癌、膵臓癌、前立腺癌、子宮頚癌、または肺癌である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　有効量のメバロン酸アンタゴニストおよび有効量のペルオキシソーム増殖剤応答性受容
体γアゴニストを含む癌治療用組成物。
【請求項１４】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　癌が、神経膠腫、血管肉腫、肺癌、膵臓癌、前立腺癌、子宮頚癌、または肺癌である、
請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　メバロン酸経路阻害剤、ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニスト、およびそ
の薬学的に許容可能な担体を含む、薬学的組成物。
【請求項１７】
　抗癌剤をさらに含む、請求項１６に記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項１６に記載の薬学的組成物。
【請求項１９】
　メバロン酸経路阻害剤が３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害
剤である、請求項１６に記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害剤がスタチン化合物であ
る、請求項１９に記載の薬学的組成物。
【請求項２１】
　スタチン化合物がロバスタチンまたはシンバスタチンである、請求項２０に記載の薬学
的組成物。
【請求項２２】
　メバロン酸アンタゴニスト、ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニスト、およ
びその薬学的に許容可能な担体を含む、癌を治療するための薬学的組成物。
【請求項２３】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
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ゾンである、請求項２２に記載の薬学的組成物。
【請求項２４】
　有効量の抗癌剤、有効量のメバロン酸経路阻害剤、および有効量のペルオキシソーム増
殖剤応答性受容体γアゴニストを含む抗癌剤の効力を高める組成物。
【請求項２５】
　メバロン酸経路阻害剤が３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害
剤である、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　３－ヒドロキシ－３－メチルグルタリル－ＣｏＡ還元酵素阻害剤がスタチン化合物であ
る、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　スタチン化合物がロバスタチンまたはシンバスタチンである、請求項２６に記載の組成
物。
【請求項２８】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　有効量の抗癌剤、有効量のメバロン酸アンタゴニスト、および有効量のペルオキシソー
ム増殖剤応答性受容体γアゴニストを含む抗癌剤の効力を高める組成物。
【請求項３０】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　有効量の癌化学療法剤および有効量のペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニス
トを含む癌化学療法剤の効力を高める組成物。
【請求項３２】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
　細胞周期をダウンレギュレートする方法であって、細胞をメバロン酸経路阻害剤および
ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストと接触させる工程、または細胞をメバ
ロン酸アンタゴニストおよびペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストと接触さ
せる工程を含む方法。
【請求項３４】
　メバロン酸経路阻害剤がスタチン化合物である、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　スタチン化合物がロバスタチンまたはシンバスタチンである、請求項３４に記載の方法
。
【請求項３６】
　ペルオキシソーム増殖剤応答性受容体γアゴニストがトログリタゾンまたはピオグリタ
ゾンである、請求項３５に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の別の態様は、癌（例えば、神経膠腫、血管肉腫、膵臓癌、前立腺癌、子宮頚癌
、または肺癌）を治療するための組成物である。この組成物は、有効量のＰＰＡＲγアゴ
ニストと有効量のメバロン酸経路阻害剤またはメバロン酸アンタゴニストとを含む。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のさらなる態様は癌化学療法剤の効力を高める組成物である。この組成物は、有
効量の癌化学療法剤および有効量のＰＰＡＲγアゴニストを含む。この組成物はまた、有
効量のメバロン酸経路阻害剤またはメバロン酸アンタゴニストを含んでもよい。
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